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【
校
内
測
量
競
技
会
】

水
準
測
量
の
部

３
Ｅ
対
象

（
最
優
秀
賞
）

井
上
、
奥
原
、
安
本
、

山
本

（
二
位
）
池
田
、
長
谷
川
、
平
田
、

水
内

（
三
位
）
石
原
、
瀧
川
、
町
田
、
光
永

【
第
四
十
五
回
毎
日
農
業
記
録
賞
】

（
高
校
生
の
部
）

優
良
賞

藤
井
利
香
（
２
Ａ
）

岡
山
支
局
長
賞

河
野
明
子
（
３
Ｈ
）

金
澤
直
也
（
１
Ａ
）

【
第
二
十
一
回
県
農
業
高
校

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
親
睦
優
勝
大
会
】

女
子
チ
ー
ム

準
優
勝

優
秀
選
手

西
上
美
奈
（
３
Ｅ
）

町
田
龍
也
（
３
Ｅ
）

【
第
三
十
三
回
県
高
校
選
抜

レ
ス
リ
ン
グ
大
会
】

学
校
対
抗
戦

第
２
位

個
人
対
抗
戦

５
５
㎏
級
優
勝

塚
岡
達
也
（
１
Ｅ
）

９
６
㎏
級
優
勝

目
黒
優
太
（
１
Ｅ
）

１
２
０
㎏
級
優
勝

柳
田
孔
明
（
２
Ｅ
）

５
０
㎏
級
２
位

小
宮
怜
雅
（
１
Ｆ
）

５
０
㎏
級
３
位

髙
杉
大
輝
（
１
Ｅ
）

【
県
職
業
能
力

フ
ラ
ワ
ー
装
飾
検
定
】

金

賞

宮
本
麗
生
（
３
Ｈ
）

銀

賞

川
上

凜
（
３
Ｈ
）

銅

賞

阿
南
咲
良
（
３
Ｈ
）

【
第
十
六
回
全
国
高
校
生
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
コ
ン
テ
ス
ト
】

銅

賞

宮
本
麗
生
（
３
Ｈ
）

「
何
か
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
」

三
学
期

始
業
式

校
長
式
辞

あ
ま
た
の
表
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

第
八
回
中
国
高
校

新
人
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会

二
年
連
続
出
場
！

【
第
二
十
六
回
県
高
等
学
校
弁
論
大
会
】

団
体

準
優
勝

個
人

準
優
勝

松
下
仁
美
（
２
Ｚ
）

優
秀
賞

有
吉

凜
（
１
Ａ
）

優
良
賞

井
上
理
彩
（
２
Ｈ
）

優
良
賞

月
本
彩
香
（
２
Ｈ
）

【
日
本
動
物
学
会

富
山
大
会
】

研
究
発
表
優
秀
賞

杉
山
詩
穂
（
２
Ｚ
）

上
山
結
愛
（
２
Ｚ
）

【
レ
ス
リ
ン
グ
Ｊ
Ｏ
Ｃ
杯
全
国
予
選

中
国･

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
】

カ
デ
ッ
ト
の
部

（
フ
リ
ー
）

４
５
㎏
級

優
勝

小
宮
怜
雅
（
１
Ｆ
）

４
８
㎏
級

優
勝

髙
杉
大
輝
（
１
Ｅ
）

５
５
㎏
級

２
位

塚
岡
達
也
（
１
Ｅ
）

９
２
㎏
級

優
勝

目
黒
優
太
（
１
Ｅ
）

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

（
グ
レ
コ
）

１
３
０
㎏
級
優
勝

柳
田
孔
明
（
２
Ｅ
）

県
高
校
新
人
大
会
の
個
人
で
、
ベ
ス

ト
２
４
に
４
ペ
ア
が
入
り
、
イ
ン
ド
ア

大
会
に
出
場
し
た
。
団
体
で
も
男
子
が

初
め
て
三
位
に
入
り
、
二
年
連
続
中
国

大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
堂
々
三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

そ
の
他
多
く
の
大
会
で
過
去
最
高
の
実

績
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 ※Ａ科：農業科学科  Ｈ科：園芸科学科  Ｚ科：畜産科学科  Ｅ科：農業土木科  Ｆ科：食品科学科 

マ
イ
ス
タ
ー
高
校
と
の
交
流
が
実
現
し
ま

し
た
。
お
互
い
の
郷
土
芸
能
を
披
露
し
た

り
、
ま
ず
は
生
徒
会
が
中
心
と
な
っ
て
国

際
交
流
の
第
一
歩
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。高

農
も
今
年
創
立
一
二
〇
周
年
と
い
う

歴
史
の
大
き
な
節
目
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら

は
世
界
に
も
目
を
向
け
て
農
業
教
育
を
含

め
た
交
流
を
進
め
て
い
く
時
代
に
な
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
交
流
す
る
に
は
、
ま

ず
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
で

す
。
先
生
自
身
が
今
も
後
悔
し
て
い
る
こ

と
を
言
う
と
、
世
界
共
通
語
に
な
り
つ
つ

あ
る
英
語
に
つ
い
て
、
中
学
か
ら
大
学
ま

で
一
〇
年
間
も
、
授
業
で
英
語
を
勉
強
を

し
て
き
ま
し
た
が
、
英
会
話
は
で
き
ま
せ

ん
。
海
外
で
活
躍
し
て
い
る
一
〇
代
・
二

〇
代
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
、
英
語
で
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
い
る
の
を
見
る
と
、

若
い
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
は
す

ば
ら
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
先
月
、
教
室

前
の
廊
下
で
、
あ
る
英
語
の
先
生
が
、
音

読
の
実
技
テ
ス
ト
を
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
し

て
い
る
の
を
見
て
、
素
晴
ら
し
い
な
ぁ
と

思
い
ま
し
た
。
み
ん
な
は
こ
れ
か
ら
の
時

代
、
ど
ん
な
職
業
に
就
い
た
と
し
て
も
、

世
界
と
仕
事
を
し
て
い
く
機
会
が
す
ぐ
に

や
っ
て
き
ま
す
。
ぜ
ひ
色
々
な
機
会
を
利

用
し
て
、
外
国
の
方
と
会
話
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
、
農
業
を
語
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

最
後
に
、「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」

と
言
い
ま
す
が
、
み
ん
な
に
は
、
新
年
の

今
、
最
初
に
言
っ
た
「
挑
戦
」
と
い
う
言

葉
を
意
識
し
て
、
何
か
に
挑
戦
し
て
み
る

一
年
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

以
上
で
三
学
期
始
業
式
の
式
辞
と
い
た

し
ま
す
。
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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
二
〇
一
八
年
、
新
し
い
年
に
な
り
ま

し
た
。
今
年
は
大
き
く
日
本
が
変
わ
っ
た
明

治
維
新
か
ら
ち
よ
う
ど
一
五
〇
年
、
平
成
三

〇
年
は
明
治
一
五
〇
年
に
あ
た
る
そ
う
で

す
。
本
校
で
も
、
新
春
早
々
か
ら
レ
ス
リ
ン

グ
部
と
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
が
中
国
大
会
出
場

と
な
り
、
い
い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
ま
し
た
。

今
年
は
関
連
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
面
で
言
う

と
、
二
月
に
韓
国
・
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
、
日
本
人
選
手
が
金
メ
ダ
ル
に
挑

戦
し
ま
す
。
ま
た
、
プ
ロ
野
球
で
は
早
稲
田

実
業
３
年
の
清
宮
選
手
が
、
日
本
ハ
ム
で
プ

ロ
の
世
界
に
挑
戦
し
た
り
、
大
谷
選
手
が
、

二
刀
流
で
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
に
挑
戦
す
る
よ

う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
今
よ
り
も
一
つ
上
の
世

界
に
「
挑
戦
」
す
る
年
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
本
校
で
は
、
農
ク
全
国
大

会
岡
山
大
会
の
成
功
に
向
け
て
、
県
内
八
校

の
農
業
高
校
同
士
の
連
携
が
一
段
と
進
み
ま

し
た
。
そ
し
て
、
十
月
の
全
国
大
会
本
番
で

は
、
参
加
し
た
全
国
三
三
一
校
の
農
業
高
校

と
の
交
流
も
進
み
ま
し
た
。

そ
し
て
、
一
一
月
に
は
本
校
と
同
じ
農
業

の
専
門
高
校
で
あ
る
、
韓
国
の
金
堤
農
生
命


